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★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／海外／債券

信 託 期 間 約４年９カ月間（2015年３月31日～2019年12月20
日）

運 用 方 針 安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめざして運
用を行ないます。

主要投資対象

ベビーファンド ダイワ外貨建て日本社債マザーファン
ドの受益証券

ダイワ外貨建て
日 本 社 債
マザーファンド

米ドル、ユーロおよび豪ドル建ての社
債等

ベビーファンド
の 運 用 方 法

①主として、マザーファンドの受益証券を通じて、日系企
業が発行する外貨建ての社債等に投資することにより、安
定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめざして運用
を行ないます。
※日系企業とは、日本企業もしくはその子会社をいいま
す。
※社債等には、日本の政府機関、地方公共団体等が発行
する債券を含みます。

②マザーファンドの受益証券の組入比率は、通常の状態で
高位に維持することを基本とします。
③上記①～②にかかわらず、基準価額（１万口当り。既払
分配金を加算します。）が一度でも「一定水準」を超えた
場合、わが国の短期金融商品等による安定運用に順次切り
替えを行ない、ファンド全体が安定運用に入った後、繰上
償還します。ただし、基準価額が「一定水準」を超えてか
ら満期償還日までの期間が短い場合、繰上償還を行ないま
せん。
※上記の「一定水準」は、（為替ヘッジあり／限定追加
型）では10,800円、（為替ヘッジなし／限定追加
型）では11,500円をいいます。
※（為替ヘッジあり／限定追加型）においては、保有実
質外貨建資産については、為替変動リスクを低減する
ため、為替ヘッジを行ないます。

マザーファンド
の 運 用 方 法

①運用にあたっては、以下の点に留意します。
イ．投資対象は、主として日系企業が発行する米ドル、
ユーロおよび豪ドル建ての社債等とします。
ロ．流動性を確保するため、米ドル、ユーロおよび豪ド
ル建ての海外の国債やコマーシャル・ペーパー等に投
資することがあります。
ハ．債券の格付けは、取得時においてＢＢＢ格相当以上
（Ｒ＆Ｉ、ＪＣＲ、Ｓ＆Ｐ、フィッチのいずれかで
ＢＢＢ－以上またはムーディーズでＢａａ３以上）と
します。
ニ．金利リスク対応のため、米ドル、ユーロおよび豪ド
ル建ての債券先物取引を利用することがあります。

②為替変動リスクを回避するための為替ヘッジは原則とし
て行ないません。

組 入 制 限

ベ ビ ー フ ァ ン ド の
マザーファンド組入上限比率 無制限

マ ザ ー フ ァ ン ド の
株 式 組 入 上 限 比 率

純資産総額の10％以
下

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益
を含みます。）等とし、原則として、経費控除後の配当等
収益等を中心に分配することをめざします。ただし、分配
対象額が少額の場合には、分配を行なわないことがありま
す。

当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行ないます。ファミリー
ファンド方式とは、受益者からの資金をまとめてベビーファンド（当ファ
ンド）とし、その資金を主としてマザーファンドの受益証券に投資して、
実質的な運用をマザーファンドで行なう仕組みです。

外貨建てニッポン社債ファンド
2015－03

（為替ヘッジあり／限定追加型）
（為替ヘッジなし／限定追加型）

運用報告書（全体版）
第２期

（決算日　2016年３月22日）

受益者のみなさまへ

　毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
　さて、「外貨建てニッポン社債ファンド
2015－03（為替ヘッジあり／限定追加型）
／（為替ヘッジなし／限定追加型）」は、こ
のたび、第２期の決算を行ないました。
　ここに、期中の運用状況をご報告申し上げ
ます。
　今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。
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外貨建てニッポン社債ファンド2015－03（為替ヘッジあり／限定追加型）

★為替ヘッジあり／限定追加型

設定以来の運用実績設定以来の運用実績

決 算 期
基 準 価 額

公 社 債
組 入 比 率

債 券 先 物
比 率

純 資 産
総 額(分配落) 税 込 み

分 配 金
期 中
騰 落 率

円 円 ％ ％ ％ 百万円
１期末（2015年９月24日） 9,794 70 △1.4 96.0 － 1,359
２期末（2016年３月22日） 9,923 70 2.0 94.6 － 1,289
（注１）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注２）公社債および債券先物の組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注３）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）を除きます。
（注４）債券先物比率は買建比率－売建比率です。
（注５）当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。
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外貨建てニッポン社債ファンド2015－03（為替ヘッジあり／限定追加型）

《運用経過》

基準価額等の推移について基準価額等の推移について

（注）期末の基準価額は分配金込みです。
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■基準価額・騰落率
期　首：9,794円
期　末：9,923円（分配金70円）
騰落率：2.0％（分配金込み）

■基準価額の主な変動要因
　「ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド」の受益証券を通じて、日系企業が発行する外貨建ての社
債に投資を行ない、利息収入を中心に収益を積み上げた結果、基準価額は上昇しました。
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外貨建てニッポン社債ファンド2015－03（為替ヘッジあり／限定追加型）

年 月 日
基 準 価 額 公 社 債

組 入 比 率
債 券 先 物
比 率騰 落 率

円 ％ ％ ％
（期首）2015年９月24日 9,794 － 96.0 －

９月末 9,805 0.1 89.5 －
10月末 9,861 0.7 97.2 －
11月末 9,872 0.8 98.1 －
12月末 9,830 0.4 95.8 －

2016年１月末 9,905 1.1 99.1 －
２月末 9,894 1.0 94.9 －

（期末）2016年３月22日 9,993 2.0 94.6 －
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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外貨建てニッポン社債ファンド2015－03（為替ヘッジあり／限定追加型）

投資環境について投資環境について

○海外債券市況
　米国では、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）高官の発言や市場の予想を上回る堅調な米国の雇用統
計を受けて市場の利上げ観測が急速に高まり、金利は上昇しました。その後、2015年12月のＦＯＭＣ
（米国連邦公開市場委員会）では政策金利が0.25％ポイント引き上げられました。しかし2016年に入
ると、原油価格や中国株の下落などから安全資産への需要が強まり、金利は大幅に低下しました。また、
ユーロ圏の金利も低下しました。当ファンドが投資する外貨建て社債の利回りは銘柄によってまちまち
な動きとなりました。

前期における「今後の運用方針」前期における「今後の運用方針」

○当ファンド
　ダイワ外貨建て日本社債マザーファンドの受益証券を高位に組み入れるとともに、為替変動リスクを
低減するため、為替ヘッジを行ないます。
○ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド
　今後も日系企業が発行する米ドル建ての債券を中心に投資し、金融セクターを中心としたポートフォ
リオを構築することにより、安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめざして運用を行ないます。

ポートフォリオについてポートフォリオについて

○当ファンド
　ダイワ外貨建て日本社債マザーファンドの受益証券を高位に組み入れるとともに、為替変動リスクを
低減するため、為替ヘッジを行ないました。
○ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド
　日系企業が発行する米ドル建ての社債を中心に投資し、利回りによる収益を重視した運用を行ないま
した。業種別構成につきましては、流動性の高い金融セクターを中心としたポートフォリオとしました。

ベンチマークとの差異についてベンチマークとの差異について

　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび参考指数を設けておりません。
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外貨建てニッポン社債ファンド2015－03（為替ヘッジあり／限定追加型）

分配金について分配金について

　当期の１万口当り分配金（税込み）は70円といたしました。
　収益分配金の決定根拠は下記の「収益分配金の計算過程（１万口当り）」をご参照ください。
　なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■分配原資の内訳（１万口当り）

項 目
当 期

2015年９月25日
～2016年３月22日

当期分配金（税込み） （円） 70
対基準価額比率 （％） 0.70
当期の収益 （円） 70
当期の収益以外 （円） ─

翌期繰越分配対象額 （円） 179
（注１）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以
外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額
です。

（注２）円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注３）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

■収益分配金の計算過程（１万口当り）
項 目 当 期

(ａ) 経費控除後の配当等収益 145.19円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 0.00
(ｃ) 収益調整金 45.40
(ｄ) 分配準備積立金 58.48
(ｅ) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 249.08
(ｆ) 分配金 70.00
(ｇ) 翌期繰越分配対象額(ｅ－ｆ) 179.08
（注）下線を付した該当項目から分配金を計上しています。

《今後の運用方針》
○当ファンド
　ダイワ外貨建て日本社債マザーファンドの受益証券を高位に組み入れるとともに、為替変動リスクを
低減するため、為替ヘッジを行ないます。
○ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド
　今後も日系企業が発行する米ドル建ての社債を中心に投資し、金融セクターを中心としたポートフォ
リオを構築することにより、安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめざして運用を行ないます。
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外貨建てニッポン社債ファンド2015－03（為替ヘッジあり／限定追加型）

１万口当りの費用の明細１万口当りの費用の明細

項 目

当期

項 目 の 概 要（2015.９.25～2016.３.22）

金 額 比 率

信託報酬 67円 0.677％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
期中の平均基準価額は9,878円です。

（投信会社） （26） （0.266） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、目
論見書・運用報告書の作成等の対価

（販売会社） （39） （0.398） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後
の情報提供等の対価

（受託銀行） （1） （0.013） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 ― ― 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税 ― ― 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

その他費用 1 0.010 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

（保管費用） （1） （0.005） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金の送金・
資産の移転等に要する費用

（監査費用） （0） （0.004） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（その他） （0） （0.001） 信託事務の処理等に関するその他の費用

合 計 68 0.687
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出した結果です。なお、売買委

託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。
（注２）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注３）比率欄は１万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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外貨建てニッポン社債ファンド2015－03（為替ヘッジあり／限定追加型）

■売買および取引の状況
　親投資信託受益証券の設定、解約状況

（2015年９月25日から2016年３月22日まで）
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額
千口 千円 千口 千円

ダイワ外貨建て日本
社債マザーファンド 7,359 9,000 35,574 44,000
（注）単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況

　当期中における利害関係人との取引はありません。

■組入資産明細表
　親投資信託残高

種 類 期 首 当 期 末
口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド 1,093,417 1,065,203 1,252,785
（注）単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2016年３月22日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド 1,252,785 95.3
コール・ローン等、その他 62,142 4.7
投資信託財産総額 1,314,927 100.0
（注１）評価額の単位未満は切捨て。
（注２）外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、３月22日における邦貨換算レートは、１アメリカ・ドル＝
111.93円、１ユーロ＝125.80円です。

（注３）ダイワ外貨建て日本社債マザーファンドにおいて、当期末における外貨建
純資産（15,525,607千円）の投資信託財産総額（15,635,945千円）に
対する比率は、99.3％です。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2016年３月22日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 2,552,598,177円

コール・ローン等 22,834,940
ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド(評価額) 1,252,785,249
未収入金 1,276,977,988

(Ｂ) 負債 1,262,687,155
未払金 1,237,670,244
未払収益分配金 9,099,537
未払解約金 6,765,617
未払信託報酬 9,098,331
その他未払費用 53,426

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,289,911,022
元本 1,299,933,978
次期繰越損益金 △   10,022,956

(Ｄ) 受益権総口数 1,299,933,978口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,923円

＊期首における元本額は1,387,660,896円、当期中における追加設定元本額は
1,231,800円、同解約元本額は88,958,718円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は9,923円です。
＊当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は10,022,956円です。

■損益の状況
当期　自2015年９月25日　至2016年３月22日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 4,991円

受取利息 4,991
(Ｂ) 有価証券売買損益 35,004,732

売買益 127,761,029
売買損 △ 92,756,297

(Ｃ) 信託報酬等 △  9,162,557
(Ｄ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 25,847,166
(Ｅ) 前期繰越損益金 △ 32,672,437
(Ｆ) 追加信託差損益金 5,901,852

(配当等相当額) (　  1,554,884)
(売買損益相当額) (　  4,346,968)

(Ｇ) 合計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △    923,419
(Ｈ) 収益分配金 △  9,099,537

次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △ 10,022,956
追加信託差損益金 5,901,852
(配当等相当額) (　  1,554,884)
(売買損益相当額) (　  4,346,968)
分配準備積立金 17,377,891
繰越損益金 △ 33,302,699

（注１）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注３）収益分配金の計算過程は８ページの「収益分配金の計算過程（総額）」の
表を参照。
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外貨建てニッポン社債ファンド2015－03（為替ヘッジあり／限定追加型）

収 益 分 配 金 の お 知 ら せ
１ 万 口 当 り 分 配 金 70円

●＜分配金再投資コース＞をご利用の方の税引き分配金は、３月22日現在の基準価額（１万口当り9,923円）に基づいて自動的に再
投資いたしました。

分配金の課税上の取扱いについて
・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金で
す。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配
金）を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。
・普通分配金については、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％および地方税５％）の税率による源泉徴収が行なわ
れ、申告不要制度が適用されます。なお、確定申告を行ない、申告分離課税または総合課税（配当控除の適用はありません。）
を選択することもできます。
・法人の受益者の場合、税率が異なります。
・税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。くわしくは、販売会社にお問い合わせください。
・課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 当 期

(ａ) 経費控除後の配当等収益 18,874,258円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 0
(ｃ) 収益調整金 5,901,852
(ｄ) 分配準備積立金 7,603,170
(ｅ) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 32,379,280
(ｆ) 分配金 9,099,537
(ｇ) 翌期繰越分配対象額(ｅ－ｆ) 23,279,743
(ｈ) 受益権総口数 1,299,933,978口
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外貨建てニッポン社債ファンド2015－03（為替ヘッジなし／限定追加型）

★為替ヘッジなし／限定追加型

設定以来の運用実績設定以来の運用実績

決 算 期
基 準 価 額

公 社 債
組 入 比 率

債 券 先 物
比 率

純 資 産
総 額(分配落) 税 込 み

分 配 金
期 中
騰 落 率

円 円 ％ ％ ％ 百万円
１期末（2015年９月24日） 9,824 70 △1.1 96.9 － 668
２期末（2016年３月22日） 9,322 70 △4.4 95.9 － 583
（注１）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注２）公社債および債券先物の組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注３）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）を除きます。
（注４）債券先物比率は買建比率－売建比率です。
（注５）当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。
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外貨建てニッポン社債ファンド2015－03（為替ヘッジなし／限定追加型）

《運用経過》

基準価額等の推移について基準価額等の推移について

（注）期末の基準価額は分配金込みです。
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■基準価額・騰落率
期　首：9,824円
期　末：9,322円（分配金70円）
騰落率：△4.4％（分配金込み）

■基準価額の主な変動要因
　「ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド」の受益証券を通じて、日系企業が発行する外貨建ての社
債に投資を行なった結果、債券からの利息収入などがプラスに寄与した一方、為替相場で円高米ドル安
が進行したことがマイナス要因となり、基準価額は下落しました。くわしくは「投資環境について」を
ご参照ください。
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外貨建てニッポン社債ファンド2015－03（為替ヘッジなし／限定追加型）

年 月 日
基 準 価 額 公 社 債

組 入 比 率
債 券 先 物
比 率騰 落 率

円 ％ ％ ％
（期首）2015年９月24日 9,824 － 96.9 －

９月末 9,819 △0.1 90.3 －
10月末 9,953 1.3 97.7 －
11月末 10,112 2.9 98.1 －
12月末 9,915 0.9 97.7 －

2016年１月末 10,018 2.0 97.1 －
２月末 9,424 △4.1 96.8 －

（期末）2016年３月22日 9,392 △4.4 95.9 －
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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外貨建てニッポン社債ファンド2015－03（為替ヘッジなし／限定追加型）

投資環境について投資環境について

○海外債券市況
　米国では、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）高官の発言や市場の予想を上回る堅調な米国の雇用統
計を受けて市場の利上げ観測が急速に高まり、金利は上昇しました。その後、2015年12月のＦＯＭＣ
（米国連邦公開市場委員会）では政策金利が0.25％ポイント引き上げられました。しかし2016年に入
ると、原油価格や中国株の下落などから安全資産への需要が強まり、金利は大幅に低下しました。また、
ユーロ圏の金利も低下しました。当ファンドが投資する外貨建て社債の利回りは銘柄によってまちまち
な動きとなりました。
○為替相場
　良好な米国の雇用統計やＦＲＢ高官の市場の利上げ期待を高める発言などを背景に円安米ドル高で推
移しましたが、2015年12月以降は、原油価格の下落やリスク回避姿勢の高まりなどを受けて円高ドル
安で推移し、期首と比較するとドルは対円で下落しました。ユーロも、市場のリスク回避傾向が継続し
円高圧力が継続したこともあり、対円で下落しました。

前期における「今後の運用方針」前期における「今後の運用方針」

○当ファンド
ダイワ外貨建て日本社債マザーファンドの受益証券を高位に組み入れます。
○ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド
　今後も日系企業が発行する米ドル建ての債券を中心に投資し、金融セクターを中心としたポートフォ
リオを構築することにより、安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめざして運用を行ないます。

ポートフォリオについてポートフォリオについて

○当ファンド
　ダイワ外貨建て日本社債マザーファンドの受益証券を高位に組み入れました。
○ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド
　日系企業が発行する米ドル建ての社債を中心に投資し、利回りによる収益を重視した運用を行ないま
した。業種別構成につきましては、流動性の高い金融セクターを中心としたポートフォリオとしました。

ベンチマークとの差異についてベンチマークとの差異について

　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび参考指数を設けておりません。
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外貨建てニッポン社債ファンド2015－03（為替ヘッジなし／限定追加型）

分配金について分配金について

　当期の１万口当り分配金（税込み）は70円といたしました。
　収益分配金の決定根拠は下記の「収益分配金の計算過程（１万口当り）」をご参照ください。
　なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■分配原資の内訳（１万口当り）

項 目
当 期

2015年９月25日
～2016年３月22日

当期分配金（税込み） （円） 70
対基準価額比率 （％） 0.75
当期の収益 （円） 70
当期の収益以外 （円） ─

翌期繰越分配対象額 （円） 138
（注１）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以
外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額
です。

（注２）円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注３）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

■収益分配金の計算過程（１万口当り）
項 目 当 期

(ａ) 経費控除後の配当等収益 126.52円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 0.00
(ｃ) 収益調整金 18.01
(ｄ) 分配準備積立金 63.50
(ｅ) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 208.04
(ｆ) 分配金 70.00
(ｇ) 翌期繰越分配対象額(ｅ－ｆ) 138.04
（注）下線を付した該当項目から分配金を計上しています。

《今後の運用方針》
○当ファンド
　ダイワ外貨建て日本社債マザーファンドの受益証券を高位に組み入れます。
○ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド
　今後も日系企業が発行する米ドル建ての社債を中心に投資し、金融セクターを中心としたポートフォ
リオを構築することにより、安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめざして運用を行ないます。



14

外貨建てニッポン社債ファンド2015－03（為替ヘッジなし／限定追加型）

１万口当りの費用の明細１万口当りの費用の明細

項 目

当期

項 目 の 概 要（2015.９.25～2016.３.22）

金 額 比 率

信託報酬 66円 0.677％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
期中の平均基準価額は9,813円です。

（投信会社） （26） （0.265） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、目
論見書・運用報告書の作成等の対価

（販売会社） （39） （0.398） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後
の情報提供等の対価

（受託銀行） （1） （0.013） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 ― ― 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税 ― ― 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

その他費用 1 0.009 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

（保管費用） （1） （0.005） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金の送金・
資産の移転等に要する費用

（監査費用） （0） （0.004） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合 計 67 0.686
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出した結果です。なお、売買委

託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。
（注２）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注３）比率欄は１万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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■売買および取引の状況
　親投資信託受益証券の設定、解約状況

（2015年９月25日から2016年３月22日まで）
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額
千口 千円 千口 千円

ダイワ外貨建て日本
社債マザーファンド － － 54,673 67,000

（注）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
　親投資信託残高

種 類 期 首 当 期 末
口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド 542,924 488,250 574,231
（注）単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況

　当期中における利害関係人との取引はありません。

■投資信託財産の構成
2016年３月22日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド 574,231 97.0
コール・ローン等、その他 17,966 3.0
投資信託財産総額 592,197 100.0
（注１）評価額の単位未満は切捨て。
（注２）外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、３月22日における邦貨換算レートは、１アメリカ・ドル＝
111.93円、１ユーロ＝125.80円です。

（注３）ダイワ外貨建て日本社債マザーファンドにおいて、当期末における外貨建
純資産（15,525,607千円）の投資信託財産総額（15,635,945千円）に
対する比率は、99.3％です。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2016年３月22日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 592,197,696円

コール・ローン等 17,966,628
ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド(評価額) 574,231,068

(Ｂ) 負債 8,710,199
未払収益分配金 4,381,428
未払信託報酬 4,303,555
その他未払費用 25,216

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 583,487,497
元本 625,918,363
次期繰越損益金 △ 42,430,866

(Ｄ) 受益権総口数 625,918,363口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,322円

＊期首における元本額は680,529,299円、当期中における追加設定元本額は
548,429円、同解約元本額は55,159,365円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は9,322円です。
＊当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は42,430,866円です。

■損益の状況
当期　自2015年９月25日　至2016年３月22日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 1,574円

受取利息 1,574
(Ｂ) 有価証券売買損益 △22,689,249

売買益 980,627
売買損 △23,669,876

(Ｃ) 信託報酬等 △ 4,328,771
(Ｄ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △27,016,446
(Ｅ) 前期繰越損益金 △12,552,645
(Ｆ) 追加信託差損益金 1,519,653

(配当等相当額) (　 1,127,308)
(売買損益相当額) (　   392,345)

(Ｇ) 合計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △38,049,438
(Ｈ) 収益分配金 △ 4,381,428

次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △42,430,866
追加信託差損益金 1,519,653
(配当等相当額) (　 1,127,308)
(売買損益相当額) (　   392,345)
分配準備積立金 7,513,341
繰越損益金 △51,463,860

（注１）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注３）収益分配金の計算過程は16ページの「収益分配金の計算過程（総額）」の
表を参照。
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■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 当 期

(ａ) 経費控除後の配当等収益 7,919,666円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 0
(ｃ) 収益調整金 1,127,308
(ｄ) 分配準備積立金 3,975,103
(ｅ) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 13,022,077
(ｆ) 分配金 4,381,428
(ｇ) 翌期繰越分配対象額(ｅ－ｆ) 8,640,649
(ｈ) 受益権総口数 625,918,363口

収 益 分 配 金 の お 知 ら せ
１ 万 口 当 り 分 配 金 70円

●＜分配金再投資コース＞をご利用の方の税引き分配金は、３月22日現在の基準価額（１万口当り9,322円）に基づいて自動的に再
投資いたしました。

分配金の課税上の取扱いについて
・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金で
す。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配
金）を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。
・普通分配金については、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％および地方税５％）の税率による源泉徴収が行なわ
れ、申告不要制度が適用されます。なお、確定申告を行ない、申告分離課税または総合課税（配当控除の適用はありません。）
を選択することもできます。
・法人の受益者の場合、税率が異なります。
・税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。くわしくは、販売会社にお問い合わせください。
・課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。
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ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド

運用報告書　第４期（決算日　2016年３月22日）

（計算期間　2015年９月25日～2016年３月22日）

ダイワ外貨建て日本社債マザーファンドの第４期にかかる運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめざして運用を行ないます。
主 要 投 資 対 象 米ドル、ユーロおよび豪ドル建ての社債等

運 用 方 法

①主として、日系企業が発行する外貨建ての社債等に投資することにより、安定した収益の確保
と信託財産の着実な成長をめざして運用を行ないます。
※日系企業とは、日本企業もしくはその子会社をいいます。
※社債等には、日本の政府機関、地方公共団体等が発行する債券を含みます。
②運用にあたっては、以下の点に留意します。
イ．投資対象は、主として日系企業が発行する米ドル、ユーロおよび豪ドル建ての社債等とし
ます。
ロ．流動性を確保するため、米ドル、ユーロおよび豪ドル建ての海外の国債やコマーシャル・
ペーパー等に投資することがあります。
ハ．債券の格付けは、取得時においてＢＢＢ格相当以上（Ｒ＆Ｉ、ＪＣＲ、Ｓ＆Ｐ、フィッチ
のいずれかでＢＢＢ－以上またはムーディーズでＢａａ３以上）とします。
ニ．金利リスク対応のため、米ドル、ユーロおよび豪ドル建ての債券先物取引を利用すること
があります。

③為替変動リスクを回避するための為替ヘッジは原則として行ないません。
株 式 組 入 制 限 純資産総額の10％以下
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年 月 日
基 準 価 額 公 社 債

組 入 比 率
債 券 先 物
比 率騰 落 率

円 ％ ％ ％
（期首）2015年９月24日 12,219 － 97.7 －

９月末 12,216 △0.0 91.1 －
10月末 12,398 1.5 97.8 －
11月末 12,612 3.2 98.9 －
12月末 12,378 1.3 98.0 －

2016年１月末 12,524 2.5 98.2 －
２月末 11,790 △3.5 97.4 －

（期末）2016年３月22日 11,761 △3.7 97.4 －
（注１）騰落率は期首比。
（注２）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）を除きます。
（注３）債券先物比率は買建比率－売建比率です。
（注４）当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、

ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。

ドル安で推移し、期首と比較するとドルは対円で下落しました。
ユーロも、市場のリスク回避傾向が継続し円高圧力が継続したこと
もあり、対円で下落しました。

◆前期における「今後の運用方針」
　今後も日系企業が発行する米ドル建ての債券を中心に投資し、金
融セクターを中心としたポートフォリオを構築することにより、安
定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめざして運用を行ない
ます。
◆ポートフォリオについて
　日系企業が発行する米ドル建ての社債を中心に投資し、利回りによ
る収益を重視した運用を行ないました。業種別構成につきましては、
流動性の高い金融セクターを中心としたポートフォリオとしました。
◆ベンチマークとの差異について
　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび
参考指数を設けておりません。

《今後の運用方針》
　今後も日系企業が発行する米ドル建ての社債を中心に投資し、金融セ
クターを中心としたポートフォリオを構築することにより、安定した収
益の確保と信託財産の着実な成長をめざして運用を行ないます。

■売買および取引の状況
　公　社　債

（2015年９月25日から2016年３月22日まで）
買 付 額 売 付 額

外

国

千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル
アメリカ 社債券 11,148 4,190

(   －)
千オーストラリア・ドル 千オーストラリア・ドル

オーストラリア 社債券 － 2,083
(   －)

千ユーロ 千ユーロ
ユーロ
（その他） 社債券 － 1,064

(   －)
（注１）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）(　 )内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注３）社債券には新株予約権付社債券（転換社債券）は含まれておりません。
（注４）単位未満は切捨て。

■当期中の基準価額の推移

11,400
11,600
11,800
12,000
12,200
12,400
12,600
12,800

期　首
(2015.９.24)

期　末
(2016.３.22)

（円）

基準価額

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
期首：12,219円　期末：11,761円　騰落率：△3.7％
【基準価額の主な変動要因】
　主として日系企業が発行する外貨建ての社債に投資を行なった結果、
債券からの利息収入などがプラスに寄与した一方、為替相場で円高米
ドル安が進行したことがマイナス要因となり、基準価額は下落しまし
た。
◆投資環境について
○海外債券市況
　米国では、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）高官の発言や市場
の予想を上回る堅調な米国の雇用統計を受けて市場の利上げ観測が
急速に高まり、金利は上昇しました。その後、2015年12月のＦＯ
ＭＣ（米国連邦公開市場委員会）では政策金利が0.25％ポイント
引き上げられました。しかし2016年に入ると、原油価格や中国株
の下落などから安全資産への需要が強まり、金利は大幅に低下しま
した。また、ユーロ圏の金利も低下しました。当ファンドが投資す
る外貨建て社債の利回りは銘柄によってまちまちな動きとなりまし
た。
○為替相場
　良好な米国の雇用統計やＦＲＢ高官の市場の利上げ期待を高める
発言などを背景に円安米ドル高で推移しましたが、2015年12月以
降は、原油価格の下落やリスク回避姿勢の高まりなどを受けて円高

■１万口当りの費用の明細
項 目 当 期

売買委託手数料 ―円
有価証券取引税 ―
その他費用 1
（保管費用） （1）

合　　計 1
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって

受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。費用の項
目および算出法については前掲の「１万口当りの費用の明細」の項目の概
要をご参照ください。

（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
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■主要な売買銘柄
　公　社　債

（2015年９月25日から2016年３月22日まで）
当 期

買 付 売 付
銘 柄 金 額 銘 柄 金 額

千円 千円
ORIX Corp（日本） 2.95% 2020/7/23 608,423 ORIX Corp（日本） 3.75% 2017/3/9 249,190
Chiba Bank Ltd/The（日本） 2.75% 2020/7/29 370,109 MC Finance Australia Pty Ltd（オーストラリア） 4.75% 2018/12/17 183,370
Mitsubishi Corp（日本） 3.375% 2024/7/23 232,905 Sumitomo Mitsui Banking Corp（日本） 2.25% 2020/12/16 140,265
Mitsubishi UFJ Trust & Banking Corp（日本） 2.65% 2020/10/19 121,492 American Honda Finance Corp（アメリカ） 1.6% 2018/2/16 113,540

Suntory Holdings Ltd（日本） 1.65% 2017/9/29 113,426
（注１）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
(1) 外国（外貨建）公社債（通貨別）
作 成 期 当 期 末

区 分 額 面 金 額
評 価 額

組 入 比 率 う ち Ｂ Ｂ 格
以下組入比率

残 存 期 間 別 組 入 比 率
外 貨 建 金 額 邦 貨 換 算 金 額 ５ 年 以 上 ２ 年 以 上 ２ 年 未 満

千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％
アメリカ 124,754 133,671 14,961,801 95.7 － 65.7 29.1 0.9

千ユーロ 千ユーロ
ユーロ 1,850 2,059 259,098 1.7 － 1.7 － －
合 計 － － 15,220,899 97.4 － 67.4 29.1 0.9

（注１）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注２）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注３）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。
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(2) 外国（外貨建）公社債（銘柄別）
当 期 末

区 分 銘 柄 種 類 年 利 率 額 面 金 額
評 価 額

償 還 年 月 日
外 貨 建 金 額 邦 貨 換 算 金 額

％ 千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円
アメリカ Mitsubishi UFJ Trust & Banking Corp 社 債 券 2.4500 2,000 1,995 223,389 2019/10/16

Mitsubishi UFJ Trust & Banking Corp 社 債 券 2.6500 1,000 997 111,624 2020/10/19
Chiba Bank Ltd/The 社 債 券 2.5500 1,000 1,014 113,527 2019/10/30
Chiba Bank Ltd/The 社 債 券 2.7500 3,000 3,067 343,291 2020/07/29
Suntory Holdings Ltd 社 債 券 2.5500 2,000 2,004 224,417 2019/09/29
Nissan Motor Acceptance Corp 社 債 券 2.6500 3,000 3,055 342,052 2018/09/26
Nissan Motor Acceptance Corp 社 債 券 2.3500 1,600 1,617 181,023 2019/03/04
Sumitomo Mitsui Trust Bank Ltd 社 債 券 1.8000 2,500 2,494 279,167 2018/03/28
Mitsui Sumitomo Insurance Co Ltd 社 債 券 7.0000 9,500 11,150 1,248,089 2072/03/15
Sumitomo Life Insurance Co 社 債 券 6.5000 10,000 11,650 1,303,984 2073/09/20
Dai-ichi Life Insurance Co Ltd/The 社 債 券 7.2500 8,854 10,353 1,158,878 9999/12/31
Dai-ichi Life Insurance Co Ltd/The 社 債 券 5.1000 1,000 1,061 118,785 9999/12/31
Nippon Life Insurance Co 社 債 券 5.0000 11,000 11,787 1,319,324 2042/10/18
Fukoku Mutual Life Insurance Co 社 債 券 6.5000 10,000 11,287 1,263,409 9999/12/31
ORIX Corp 社 債 券 2.9500 5,000 5,070 567,529 2020/07/23
Sompo Japan Insurance Inc 社 債 券 5.3250 9,000 9,652 1,080,394 2073/03/28
Central Nippon Expressway Co Ltd 社 債 券 2.3690 1,000 1,017 113,867 2018/09/10
Central Nippon Expressway Co Ltd 社 債 券 2.1700 1,000 1,005 112,591 2019/08/05
Central Nippon Expressway Co Ltd 社 債 券 2.0790 3,000 3,015 337,536 2019/11/05
Bank of Tokyo-Mitsubishi UFJ Ltd/The 社 債 券 3.7500 9,000 9,353 1,046,919 2024/03/10
American Honda Finance Corp 社 債 券 1.6000 1,300 1,306 146,192 2018/02/16
Toyota Motor Credit Corp 社 債 券 4.2500 1,500 1,636 183,165 2021/01/11
Sumitomo Mitsui Banking Corp 社 債 券 3.9500 2,000 2,115 236,738 2024/01/10
Mizuho Financial Group Cayman ２ Ltd 社 債 券 4.2000 6,000 6,261 700,881 2022/07/18
Mizuho Bank Ltd 社 債 券 2.9500 2,000 2,002 224,092 2022/10/17
Mizuho Bank Ltd 社 債 券 3.7500 1,000 1,047 117,210 2024/04/16
Nomura Holdings Inc 社 債 券 2.7500 10,500 10,588 1,185,219 2019/03/19
Mitsubishi UFJ Lease&Finance Co Ltd 社 債 券 2.5000 2,000 1,994 223,284 2020/03/09
Mitsubishi Corp 社 債 券 3.3750 4,000 4,066 455,210 2024/07/23

通貨小計
銘 柄 数 29銘柄
金 額 124,754 133,671 14,961,801

千ユーロ 千ユーロ
ユーロ（その他） Sumitomo Mitsui Banking Corp 社 債 券 2.7500 1,850 2,059 259,098 2023/07/24

通貨小計
銘 柄 数 1銘柄
金 額 1,850 2,059 259,098

合 計
銘 柄 数 30銘柄
金 額 15,220,899

（注１）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注２）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。
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■投資信託財産の構成
2016年３月22日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

公社債 15,220,899 97.3
コール・ローン等、その他 415,045 2.7
投資信託財産総額 15,635,945 100.0
（注１）評価額の単位未満は切捨て。
（注２）外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、３月22日における邦貨換算レートは、１アメリカ・ドル＝
111.93円、１ユーロ＝125.80円です。

（注３）当期末における外貨建純資産（15,525,607千円）の投資信託財産総額
（15,635,945千円）に対する比率は、99.3％です。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2016年３月22日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 15,635,945,153円

コール・ローン等 212,868,439
公社債(評価額) 15,220,899,829
未収利息 201,484,317
前払費用 692,568

(Ｂ) 負債 10,000,000
未払解約金 10,000,000

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 15,625,945,153
元本 13,286,637,005
次期繰越損益金 2,339,308,148

(Ｄ) 受益権総口数 13,286,637,005口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,761円

＊期首における元本額は13,080,880,131円、当期中における追加設定元本額は
1,183,321,499円、同解約元本額は977,564,625円です。
＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、ダイワ
外貨建て日本社債ファンド2014－03（為替ヘッジあり）6,333,397,879円、ダ
イワ外貨建て日本社債ファンド2014－03（為替ヘッジなし）574,470,675円、
ダイワ外貨建て日本社債ファンド（為替ヘッジあり）2014－ 08　
2,574,710,146円、ダイワ外貨建て日本社債ファンド（為替ヘッジあり）2014
－10　1,223,703,858円、外貨建てニッポン社債ファンド2015－03（為替
ヘッジあり／限定追加型）1,065,203,001円、外貨建てニッポン社債ファンド
2015－03（為替ヘッジなし／限定追加型）488,250,207円、外貨建てニッポ
ン社債ファンド（為替ヘッジあり）2015－09　1,026,901,239円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は11,761円です。

■損益の状況
当期　自2015年９月25日　至2016年３月22日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 317,230,245円

受取利息 317,263,124
支払利息 △       32,879

(Ｂ) 有価証券売買損益 △  897,005,329
売買益 233,930,199
売買損 △1,130,935,528

(Ｃ) その他費用 △      889,249
(Ｄ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △  580,664,333
(Ｅ) 前期繰越損益金 2,902,229,355
(Ｆ) 解約差損益金 △  237,935,375
(Ｇ) 追加信託差損益金 255,678,501
(Ｈ) 合計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 2,339,308,148

次期繰越損益金(Ｈ) 2,339,308,148
（注１）解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
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